
－１－

vol.

2020年12月発行

48
「茨城県青少年相談員連絡協議会」の新しい愛称です！
い ば ら き 子 ど も 見 守 り ネ ッ ト ワ ー クい ば ら き 子 ど も 見 守 り ネ ッ ト ワ ー ク

第５０回茨城県青少年相談員研修大会及び記念大会を開催しました第５０回茨城県青少年相談員研修大会及び記念大会を開催しました
日　　時：令和２年１０月３０日（金）
　　　　　午後１時から午後２時
場　　所：茨城県庁９階　講堂
参　加　者：４３名　　　　
大会内容：表彰式，講演会，大会宣言

　県内各地域において青少年の健全育成活動を行う
青少年相談員の資質向上と，さらなる活動の促進を
目的として開催いたしました。茨城県保健福祉部

関　福祉担当部長
茨城県青少年相談員連絡協議会

山口　会長

一　　青少年一人ひとりの個性を認めつつ，共に悩み，考え，問題解
決に真剣に取り組むことで，青少年との信頼関係を築き上げ，青
少年自身に備わっている育つ力を引き出していくことに努めます。

一　　地域の親であることを認識し，家庭・学校・地域などとの連携
を図りながら，青少年の健全育成，非行防止活動を推進するとと
もに，青少年を被害者にも加害者にもさせないための取り組みを
推進します。

一　　時代の変化にともない発生する新たな問題に対応し，青少年に
適切な支援を行うために，研修・交流活動や自己研鑽に励み，更
なる資質向上を図ります。

　　以上，宣言します。

令和２年１０月３０日　
茨城県青少年相談員連協議会
（いばらき子ども見守りネットワーク）

大　会　宣　言（抜粋）大　会　宣　言（抜粋）



－２－

　この度は，知事ほう賞を頂きましてありがとう
ございました。
　未熟な私が２０年間続けられたのも，親切に指導
して下さった先輩方や楽しい仲間たちに恵まれた
からであり，心より感謝しております。
　さて，今年は青少年やすべての人々にとって大
変な一年となりました。そして青少年を取り巻く
環境の急激な変化に対し，青少年相談員の見守り
の重要性を改めて思う貴重な一年ともなりました。
今後も関係各位の皆様方と連携を図り，微力を尽
くしてまいります。
知事ほう賞（永年活動者）受賞　坂東　秋子（土浦市）

　この度は，知事ほう賞の栄を賜りありがとうご
ざいました。
　今までの活動を通じて感じたことは，少子高齢
化やネットやＳＮＳなど青少年を取り巻く環境が変
化してきたことです。
　また，長年活動出来ましたのも相談員の皆様の
お陰と感謝しております。
　退任後も青少年を見守りながら相談員の皆様の
ご活躍を期待し，お礼の言葉と致します。

知事ほう賞（退任者）受賞　渡邉　和美（茨城町）

澤 幡 敬 智
鈴　木　　　博
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上 田　　　昭
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二 宮 重 方
安 藤 國 男
石 橋 郁 恵
高 野 俊 子
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知事ほう賞
（永年活動者）

県知事及び県連会長から表彰を受けられた方々を代表して県知事及び県連会長から表彰を受けられた方々を代表して
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鴨志田　富士雄

川 井 英 明

岡　田　とよ子

田 山 幸 子
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安　　　富 生

渡 邉 和 美

飛　田　喜代志
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関　　　愛 子
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安 藤 愼 一

川　村　　　勉

藤 咲 美 光

大 野 寛 一

岡　里　智恵子

金 島 光 雄

宮 内 祐 子

堤　　　正　則

川 根 義 行
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小 林 光 義

大 塩 知 子

円 谷 昇 子

森 田 邦 彦

谷田川　登美子

伊 藤 哲 男

田 島 忠 克

大 野 博 司
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　田 明 久

菊 池 進 一

鈴 木 祐 子

藤 咲 厚 郎

宮 内 康 夫

岡 野 清 美
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■功労者表彰　(一般功労者表彰 )

おめでとうございます！　令和２年度茨城県表彰受賞者

茨城町青少年相談員 　田　家　洋　治　様

功績概要：多年にわたり，街頭における青少年への声かけ・相談活動に取り組み，
青少年の健全育成と非行防止に貢献

知事ほう賞　
（退任者）



－４－

令
和
元
年
度
茨
城
県
青
少
年
相
談
員
連
絡
協
議
会
事
業
報
告

事
業
実
績
及
び
成
果

　
青
少
年
相
談
員
の
資
質
の
向
上
と
地
域
に
お
け
る
青

少
年
相
談
員
活
動
の
推
進
を
図
り
、
青
少
年
の
健
全
育

成
と
非
行
防
止
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
次
の

事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

監
査
報
告

　
茨
城
県
青
少
年
相
談
員
連
絡
協
議
会
会
則
第
９
条
の
規
定
に
基
づ
き
，
令
和
元
年
度
の

事
業
報
告
書
，
収
支
決
算
書
，
そ
の
他
の
付
属
書
類
に
つ
い
て
，
令
和
２
年
４
月
22
日
に

監
査
し
た
結
果
，
会
計
事
務
処
理
並
び
に
決
算
内
容
に
つ
い
て
，

適
正
で
あ
る
こ
と
を
認
め
報
告
い
た
し
ま
す
。

令
和
２
年
４
月
22
日

監
　
事
　
　
坂
本
　
義
治

監
　
事
　
　
林
　
　
照
雄

令和元年度茨城県青少年相談員連絡協議会事業報告
実施事業名 実施期日 事　業　の　概　要

理事会及び地区会長会議の
開催 R1.5.28（火）

・平成３０年度事業報告及び収支決算について
・令和元年度運営方針及び事業計画，予算について
（会場：茨城県市町村会館）

常任理事会の開催
① R 1.　8.23（金） 
② R 1.11.25（月） 
③ R 2.　3.24（火）

事業の円滑な実施を図るため，事業の執行について検討。
①研修大会の運営及び功労者表彰等について
②研修大会結果及び協議会の運営等について
③理事会及び地区会長会議の議案等について
　※新型コロナウィルスの拡大防止の観点から中止し，書面決議で実施

その他の会議
① H31.　4.19（金） 
② R 1. 　8.23（金） 
③ R 1.11.25（月）

①監査 
②機関紙第４７号第１回編集会議 
③機関紙第４７号第２回編集会議

機関紙の発行 R1.12（第 47 号） 　県連及び各地区の事業内容の紹介などを通し，青少年相談員相互の情報交換を図る。

第４９回青少年相談員研修大
会 R1.10.29（火）

  青少年相談員の活動の充実及び資質向上を図るため，研修大会を開催
（会場：県 庁９階講堂）。 
・講演会　講師　坂元　章　氏
「安全・安心なインターネットとの付き合い方」

功労者の表彰 R1.10.29（火）   功労のあった青少年相談員に対し，知事，県連会長の感謝状を贈呈（研修大会時に実施）。 
　・知事ほう賞３７名　　・功労者表彰７３名

ブロック会議 随時   幹事地区が開催するブロック会議にブロック担当の副会長，ブロック選出の常任理事が参加し，
相互に情報交換や意見交換をすることにより，ブロック内の連携強化を図る。

ブロック研修会
（研究・協議を含む）の開催 R1.10 ～ R2.2 　青少年相談員の資質の向上を図り，ブロック内の連携を深め，広域的な青少年問題に対応できる

体制づくりを推進するブロック研修会を開催するとともに，ブロック幹事地区へ補助金を交付。

地域活動推進
（関係機関・団体との協力・
連携）

随時

・県連役員が，各地域や関係機関・団体等を訪問し連携を深めるとともに，各ブロック市町村間の
交流を深め，地域活動の推進を図る。 
・茨城県暴走族対策会議への参加。 
・社会を明るくする運動への参加。 
・茨城県いじめ問題対策連絡協議会への参加。 
・道徳教育推進委員会への参加。 
・（公社）茨城県青少年育成協会が実施する事業等への参加。 
・茨城県未成年者喫煙防止協議会及び未成年者喫煙防止街頭キャンペーンへの参加。

青少年相談員手帳の販売 R1.5   「青少年相談員の手引き」の携帯版である青少年相談員手帳を販売。

市町村等への補助金交付 R2.3
  青少年と関わりの深い関係店舗に対し，「青少年の健全育成等に関する条例」等についての周知・
啓発を行うとともに，店舗と青少年の健全育成に向けた協力体制を確立し，社会環境の健全化を図
る「青少年の健全育成に協力する店」制度の普及を行った市町村等に補助金を交付。

環境健全化啓発委託事業
（県委託事業） R1.6 ～ R2.3

  ７月（青少年の非行・被害防止全国強調月間）及び１１月（子ども・若者育成支援強調月間）の期
間を中心として，県内において青少年を取り巻く環境健全化に対する県民の意識啓発を図るため，
環境健全化活動及び「茨城県青少年の健全育成等に関する条例」等の普及啓発活動を実施し，青少
年の健全育成を推進。

令和元年度茨城県青少年相談員連絡協議会収支決算書
■　一般会計

１収入の部 単位：円

項   目 当初予算額 決算額 比較増減額 摘　　　　　要

１　会費 1,136,000 1,127,500 △ 8,500 500 円× 2,255 人

２　補助金 1,619,000 1,363,230 △ 255,770
県補助金　事業費補助　　　300,000 円

　　　　　店舗訪問活動費 1,063,230 円

３　委託金 286,000 169,190 △ 116,810 県委託金（環境健全化啓発品作成）

４　青少年相談員手帳販売 208,000 290,700 82,700 青少年相談員手帳販売収入　@300 円× 969 冊 

５　雑収入 17 8 △ 9 預金利子 等

６　繰越金 384,983 384,983 0 前年度繰越額

計 3,634,000 3,335,611 △ 298,389

２支出の部 単位：円

項   目 予算額 決算額 比較増減額 摘　　　　　要

１　会議費 380,000 201,653 △ 178,347

理事会費及び地区会長会議費 186,000 105,940 △ 80,060 会場使用料等

常任理事会費 164,000 79,222 △ 84,778 会場使用料等

その他会議費 30,000 16,491 △ 13,509 三役会，監査等の役員旅費

２　事業費 3,128,000 2,478,064 △ 649,936

機関紙発行費 150,000 114,400 △ 35,600 2,800 部× 1 回（第 47 号）

研修大会費 450,000 189,201 △ 260,799 講師謝金，看板作成，大会プログラム印刷等

功労者表彰費 50,000 62,370 12,370 感謝状等

ブロック研修会費 565,000 531,726 △ 33,274 8 ブロック×＠ 70,000，振込手数料　※返還有

地域活動推進費 100,000 57,508 △ 42,492 関係機関訪問旅費等

青少年相談員手帳発行費 208,000 290,439 82,439 相談員手帳 975 冊作成

補助費（店舗訪問業務補助金） 1,319,000 1,063,230 △ 255,770「協力する店」店舗訪問業務補助

環境健全化啓発委託事業 286,000 169,190 △ 116,810 環境健全化啓発物品作成

３　負担金 6,000 5,324 △ 676 ( 公社 ) 茨城県青少年育成協会年会費

４　事務費 68,000 64,709 △ 3,291 通信運搬費，補助金振込手数料

５　積立金　 50,000 50,000 0 50 周年記念誌発行資金積立

６　予備費 2,000 0 △ 2,000

計 3,634,000 2,799,750 △ 834,250

３収入－支出 単位：円

予算額 決算額 比較増減額 摘　　　　　要

収入総額 3,634,000 3,335,611 △ 298,389

支出総額 3,634,000 2,799,750 △ 834,250

差引残高 0 535,861 535,861 次年度予算へ繰越 

■　特別会計　記念誌積立金 単位：円

科目
前年度 

繰越金

令和元年度中　増減額 令和元年度末 

現在高
付記

増 減

積立金 170,000 50,000 220,000 

雑収入 18 17 35 

計 170,018 50,017 0 220,035 
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運営方針
　少子高齢社会が進行する中で，青少年を取り巻く環境は，家庭や地域
における教育力の低下や大人の規範意識の低下，インターネットを介し
た事件やトラブル，いじめや児童虐待などさまざまな問題を抱えている。
　当協議会としては，青少年が安全で安心して生活し健全に育まれるこ
とを目指して，家庭や学校，地域そして警察等関係機関・団体と連携・
協働することはもとより，各種研修会等を実施することにより，青少年
相談員の資質向上を図るほか，青少年相談員活動の一層の活性化が図ら
れるよう各地区協議会を支援し，青少年に及んでいる様々な問題に対応
していく。
　また，「青少年健全育成に協力する店」登録等活動の推進などにより，
青少年を取り巻く社会環境の健全化に，より一層取り組むものとする。

令和２年度
茨城県青少年相談員連絡協議会事業計画 重点事業項目重点事業項目

１．青少年相談員研修大会の開催

２．ブロック研修会の開催
（研究・協議を含む）

３．環境健全化啓発活動の推進
（「青少年の健全育成に協力す
る店」登録等活動の推進　等）

４．関係機関・団体等の事業への協
　　力及び連携促進

✣　✣　✣　✣　✣　✣　　　　　　✣　✣　✣　✣　✣　✣事 業 計 画

講演会

青少年のインターネット利用
　～いま知っておきたいこと・　知らせたいこと～
講師　（株）ミヤノモリ・ラボラトリー代表取締役　　高橋　大洋　氏

　インターネット安全利用啓発の草分けである「子どもたちのインターネット
利用について考える研究会（子どもネット研）」事務局メンバーでもある高橋
大洋先生に，講演をいただきました。
　ネットのトラブルは必ず起きることを前提に，「隠さない」「すぐに対処する」
という原則と，初動対応の大切さを親子で話しておくこと。相談も友達やネット
上の大人ではなく，保護者や学校の先生など周囲の大人にすることが重要とのこと。
　そして，私たち大人がもっている社会経験に裏付けられた「人として守るべ
きことについての知識（道徳的な知識）」は，インターネットを利用する場面
でも間違いなく通用する，そのことに大人はもっと自信を持ってほしいと訴え
ます。代わりに流行の機器やアプリの設定・操作は意識的に子どもから学ぶと
いう姿勢を持ち，助け合うことが安全利用のカギになるそうです。

実施事業名 実施期日 事　業　の　概　要

総会の開催
R2.5
書面決議

・令和元年度事業報告及び収支決算について
・令和２年度運営方針及び事業計画，予算について

常任理事会の開催 随時 事業の円滑な実施を図るため，事業の執行について検討。

その他の会議
① R2.4.22（水）
②随時

①監査（書面監査）
②編集会議の開催

機関紙の発行 R2.12（第 48 号） 　県連及び各地区の事業内容の紹介などを通し，青少年相談員相互の情報交換を図る。

記念誌の発行 R3.3 　５０周年記念事業として，記念誌を発行。

第５０回青少年相談員研修大会及び記念大会 R2.10 下旬 　５０周年記念事業として，青少年相談員の活動の充実及び資質向上を図るため，研修大会を開催。

功労者の表彰 R2.10 下旬 　功労のあった青少年相談員に対し，県知事，県連会長の感謝状を贈呈（研修大会時に実施）。

ブロック会議 随時
　幹事地区が開催するブロック会議にブロック担当の副会長，ブロック選出の常任理事が参加し，相互に情
報交換や意見交換をすることにより，ブロック内の連携強化を図る。

ブロック研修会（研究・協議を含む）
の開催

R2.10 ～ R3.3
　青少年相談員の資質の向上を図り，ブロック内の連携を深め，広域的な青少年問題に対応できる体制づく
りを推進するブロック研修会を開催するとともに，ブロック幹事地区へ補助金を交付。

地域活動推進 
（関係機関・団体との協力・連携）

随時

・県連役員が，各地域や関係機関・団体等を訪問し連携を深めるとともに，各ブロック市町村間の交流を深
め，地域活動の推進を図る。 
・茨城県暴走族対策会議への参加。 
・社会を明るくする運動への参加。 
・茨城県いじめ問題対策連絡協議会への参加。 
・道徳教育推進委員会への参加。 
・（公社）茨城県青少年育成協会が実施する事業等への参加。 
・茨城県未成年者喫煙防止協議会及び未成年者喫煙防止街頭キャンペーンへの参加。

青少年相談員手帳の販売 R2.5 　「青少年相談員の手引き」の携帯版である青少年相談員手帳を印刷・販売。

市町村等への補助金交付 R3.3
　青少年と関わりの深い関係店舗に対し，「青少年の健全育成等に関する条例」等についての周知・啓発を
行うとともに，店舗と青少年の健全育成に向けた協力体制を確立し，社会環境の健全化を図る「青少年の健
全育成に協力する店」制度の普及を行った市町村等に補助金を交付。

環境健全化啓発委託事業 
（県委託事業）

R2.6 ～ R3.3
　７月（青少年の非行・被害防止全国強調月間）及び１１月（子ども・若者育成支援強調月間）の期間を中
心として，県内において青少年を取り巻く環境健全化に対する県民の意識啓発を図るため，環境健全化活動
及び「茨城県青少年の健全育成等に関する条例」等の普及啓発活動を実施し，青少年の健全育成を推進する。
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北
茨
城
地
区

　青
少
年
の
健
や
か
な
成
長
の
た
め
に

北
茨
城
市
青
少
年
相
談
員
連
絡
協
議
会

　会
長

　神
白

　芳
伸

常
陸
大
宮
地
区

　青
少
年
の
健
全
育
成
に
貢
献
で
き
る
よ
う

常
陸
大
宮
市
青
少
年
相
談
員
会

　会
長

　大
森

　留
里
子

　
本
協
議
会
は
、
北
茨
城
市
青
少
年
セ
ン
タ
ー
運

営
協
議
会
が
協
議
決
定
し
た
次
の
業
務
に
つ
い

て
、計
画
的
、継
続
的
に
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
㈠
街
頭
補
導
　
㈡
事
後
補
導
　
㈢
相
談
補
導
　

㈣
そ
の
他
青
少
年
の
非
行
化
防
止
に
つ
い
て
必
要

な
事
項
の
四
つ
の
項
目
に
な
り
ま
す
。

　
北
茨
城
市
で
は
、
小
学
校
学
区
十
一
学
区
か
ら

委
嘱
を
受
け
た
七
十
四
名
の
相
談
員
と
特
別
相
談

員
一
名
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
主
な
活
動
で
す
が
、

今
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

防
止
の
た
め
多
く
の
活
動
が
中
止
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
例
年
行
っ
て
い
る
活
動
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

㈠
街
頭
補
導
に
つ
い
て

　
年
度
当
初
に
月
二
回
の
街
頭
補
導
年
間
計
画
書

を
提
出
し
ま
す
。
そ
の
計
画
に
沿
っ
て
各
学
校
の

相
談
員
が
青
少
年
の
集
ま
る
よ
う
な
場
所
、
店
舗
、

駅
等
を
巡
回
し
ま
す
。
そ
の
他
、
夏
冬
に
全
相
談

員
に
よ
る
市
内
巡
回
、
市
民
夏
祭
り
巡
回
、
年
一

　
常
陸
大
宮

市
青
少
年
相

談
員
会
は
、

合
併
前
の
旧

町
村
ご
と
に

５
支
部
58
名

（
小
学
校
１

中
学
校
２
高

校
２
の
各
教

員
、
警
察
官

１
を
含
む
）

の
相
談
員
で

活
動
し
て
い

ま
す
。

　
今
年
度
は

コ
ロ
ナ
禍
の

た
め
、
ほ
と

ん
ど
の
活
動

が
で
き
て
い

第１
ブロック

第２
ブロック

回
列
車
内
巡
回
、
女
性
部
主
体
の
巡
回
を
し
て
い

ま
す
。

㈡
事
後
補
導
に
つ
い
て

　
巡
回
後
、
毎
回
巡
回
報
告
書
を
提
出
し
問
題
の

有
無
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。
問
題
が
生
じ
た
と

き
は
、
青
少
年
セ
ン
タ
ー
長
を
中
心
に
問
題
解
決

に
向
け
て
、
各
担
当
課
と
協
議
し
解
決
を
図
っ
て

い
ま
す
。

㈢
相
談
補
導

　
北
茨
城
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
に
「
こ
ど

も
な
や
み
ご
と
相
談
窓
口
」
を
設
け
、
直
通
電
話

に
て
対
応
を
し
て
い
ま
す
。
主
に
特
別
相
談
員
が

対
応
を
し
て
い
ま
す
。

㈣
そ
の
他
青
少
年
の
非
行
化
防
止
に
つ
い
て
必
要

な
事
項

　
相
談
員
と
し
て
の
見
識
を
高
め
る
事
や
意
識
高

揚
の
た
め
に
、
県
外
・
県
内
研
修
を
隔
年
で
実
施

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
多
く
の
講
習
会
、
研
修
会

に
全
相
談
員
に
積
極
的
に
参
加
す
る
よ
う
促
し
て

い
ま
す
。
多
く
の

研
修
会
や
講
演
会

に
参
加
し
多
く
の

知
識
や
各
地
区
の

現
状
を
知
る
こ
と

に
よ
り
、
本
協
議

会
の
活
動
に
生
か

し
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
私
た
ち

は
、
青
少
年
が
楽

し
く
過
ご
す
こ

と
。
健
や
か
に
成

長
す
る
こ
と
。
安

心
・
安
全
な
生
活

を
す
る
こ
と
を

願
っ
て
こ
れ
か
ら

も
活
動
し
て
ま
い

り
ま
す
。

ま
せ
ん
。
例
年
な
ら
、
毎
日
の
登
校
時
の
挨
拶
運

動
を
は
じ
め
、
夕
方
や
土
曜
日
、
夏
休
み
の
夜
間
、

さ
く
ら
祭
り
や
花
火
大
会
等
の
行
事
等
で
の
街
頭

相
談
を
精
力
的
に
行
い
、
心
の
触
れ
合
い
を
深
め

な
が
ら
、
青
少
年
の
健
全
育
成
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
支
部
ご
と
に
小
中
高
の
学
校
訪
問
を

行
い
、
情
報
交
換
を
密
に
し
な
が
ら
学
校
と
の
連

携
を
深
め
、
児
童
生
徒
の
問
題
行
動
の
未
然
防
止

を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
相
談
員
の
中
に
は
、
通
学
路
の
草
刈
り
を
し
て
、

通
学
時
の
児
童
が
車
道
に
出
る
危
険
性
を
少
な
く

し
た
り
、
見
通
し
を
良
く
し
て
不
審
者
対
策
に
生

か
せ
る
よ
う
に
し
て
、
学
校
や
地
域
か
ら
感
謝
さ

れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　
今
年
度
７
月
に
は
、「
青
少
年
の
健
全
育
成
に

協
力
す
る
店
」
の
登
録
依
頼
を
行
い
ま
し
た
が
、

活
動
自
粛
の
た
め
２
店
舗
だ
け
の
新
規
登
録
に
し

ま
し
た
。９
月（
支
部
に
よ
り
相
違
あ
り
）か
ら
は
、

登
下
校
時
の
挨
拶
運
動
や
行
事
以
外
の
街
頭
相
談

を
再
開
し
、
少
し
ず
つ
本
来

の
活
動
に
戻
り
つ
つ
あ
り
ま

す
。

　
ま
た
、
15
年
前
の
吉
田
有

希
ち
ゃ
ん
事
件
で
遺
体
が
本

市
で
発
見
さ
れ
て
、
防
犯
へ

の
意
識
が
高
ま
り
、
そ
れ
が

青
少
年
相
談
員
の
活
動
に
生

か
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
う

し
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
、

10
月
に
県
警
本
部
長
か
ら
地

域
安
全
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
青
少
年
相

談
員
会
の
活
動
が
、
青
少
年

の
健
全
育
成
に
貢
献
で
き
る

よ
う
、
さ
ら
に
努
力
し
て
い

く
所
存
で
す
。

青
少
年
相
談
員
の
活
動
紹
介

青
少
年
相
談
員
の
活
動
紹
介

冬季巡回（交番にて）

列車巡回のようす

「七夕まつり in 緒川」での街頭相談常陸大宮駅での挨拶運動

夜間の街頭相談
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土
浦
市
に
は
、
教
員
25
名
を
含
む
104
名
の
青
少

年
相
談
員
が
お
り
ま
す
。
市
内
を
８
ブ
ロ
ッ
ク
に

分
け
、
街
頭
指
導
や
各
種
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、
研
修

（
自
主
・
新
任
、
ブ
ロ
ッ
ク
）
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
特
色
あ
る
活
動
と
し
て
、
広
報
紙
の
発
行
が
あ

り
ま
す
。
青
少
年
相
談
員
活
動
へ
の
市
民
の
理
解

を
広
め
る
た
め
に
平
成
19
年
か
ら
発
行
し
、
小
学

一
年
生
と
中
学
一
年
生

の
家
庭
な
ど
へ
配
布
し

て
い
ま
す
。

　
内
容
は
、
青
少
年
相

談
員
活
動
の
紹
介
だ
け

で
な
く
、
不
審
者
か
ら

身
を
守
る
「
い
か
の
お

す
し
」・
安
全
な
自
転
車

の
乗
り
方
を
教
え
る「
ぶ

た
は
し
ゃ
べ
る
」
等
の

紹
介
や
教
師
経
験
者
に

よ
る
「
子
育
て
の
き
ほ

ん
」
な
ど
工
夫
を
凝
ら

し
て
い
ま
す
。

　
発
行
当
初
は
年
２
回

発
行
、Ａ
３
版
表
裏
２
枚

で
し
た
。
現
在
は
年
１

回
発
行
、Ａ
４
版
表
裏
１

枚
で
、
縦
書
き
を
横
書

き
に
し
、
文
字
も
大
き

く
し
ま
し
た
。
ま
た
、

文
章
を
減
ら
し
て
写
真

や
図
を
増
や
し
、
よ
り

わ
か
り
や
す
い
も
の
に

改
善
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
カ
ラ
ー
版

に
す
る
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
上
げ
る
な
ど
発
展

さ
せ
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

土
浦
地
区

　広
く
市
民
へ

土
浦
市
青
少
年
相
談
員
連
絡
協
議
会

　会
長

　山
田

　陽
子

五
霞
地
区

　青
少
年
の
健
全
育
成
の
た
め
に

五
霞
町
青
少
年
相
談
員
協
議
会

　会
長

　鈴
木

　昇

　
五
霞
町
で
は
、
町
内
各
地
域
か
ら
選
出
さ
れ
た

19
名
の
青
少
年
相
談
員
が
活
動
し
て
お
り
ま
す
。

本
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

防
止
の
観
点
か
ら
活
動
が
実
施
で
き
て
い
ま
せ
ん

が
、
例
年
実
施
し
て
い
る
活
動
を
ご
紹
介
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
主
な
活
動
と
し
て
は
、
青
少
年

の
健
全
育
成
に
協
力
す
る
店
の
訪
問
活
動
の
ほ

か
、
次
の
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
一
つ
目
は
、「
あ
い
さ
つ
・
声
か
け
運
動
」
の

実
施
で
す
。
町
内
の
小
中
学
校
３
校
の
登
校
時
に

赴
き
、
年
３
回
10
日
間
程
度
、
学
校
や
他
団
体

の
ご
協
力
も
い
た
だ
き
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
二
つ
目
は
、「
県
青
少
年
健
全
育
成
条
例
等
の

啓
発
活
動
」
の
実
施
で
す
。
町
内
イ
ベ
ン
ト
等
で

ブ
ー
ス
を
設
け
啓
発
チ
ラ
シ
を
配
布
す
る
他
、
条

例
関
係
や
青
少
年
相
談
員
の
活
動
周
知
の
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
よ
り
認
知
が
深
ま
る
よ
う
に

第５
ブロック

第７
ブロック

働
き
か
け
て
い
ま
す
。

　
三
つ
目
は
、「
親
と
子
の
ふ
れ
あ
い
劇
場
（
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
）＆
も
ち
つ
き
体
験
」
の
実
施
で
す
。「
日

頃
あ
ま
り
体
験
で
き
な
い
事
を
さ
せ
た
い
」
と
、

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
無
料
観
劇
や
郷
土
体
験
と
し
て

杵
と
臼
を
使
っ
た
も
ち
つ
き
を
行
い
、
毎
年
初
め

て
の
体
験
を
楽
し
む
多
く
の
子
ど
も
た
ち
の
姿
が

見
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
そ
れ
以
外
の
活
動
で
は
、
町
事
業
で
あ

る
子
ど
も
見
守
り
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
へ
の
登
録
や

青
少
年
の
主
張
大
会
の
運
営
協
力
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
今
後
も
青
少
年
と
の
交
流
を
大
切
に
し
な
が

ら
、
青
少
年
の
健
全
育
成
に
努
め
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

啓発活動の様子

もちつきの様子
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インフォメーションインフォメーション
「いばらき子ども見守りネットワーク」は、

「茨城県青少年相談員連絡協議会」の新しい愛称です。
　令和２年１２月に茨城県青少年相談員連絡協議会５０周年を迎えるにあたり，青少年相談員活動の
更なる推進と青少年を取り巻く社会環境の変化に応じた取組への気運醸成を図ります。

「新しい活動にご協力いただけませんか」

「甘い言葉にだまされないで！」

「新しい活動にご協力いただけませんか」

「甘い言葉にだまされないで！」

　子どもたちがのびのびと成長していくためにはたくさんの大人たちのサポートが必要です。
下記の新しい活動にご協力いただける方は，いばらき子ども見守りネットワークや市町村担当課
までご連絡ください。

　
今
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流
行
に
よ

り
、
新
し
い
生
活
様
式
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
学
校

で
は
子
ど
も
達
の
思
い
出
作
り
に
苦
慮
し
て
い

る
、
保
育
園
等
で
は
、
表
情
の
読
み
取
り
難
い
マ

ス
ク
生
活
で
、
子
ど
も
達
か
ら
笑
顔
が
減
っ
た
な

ど
の
声
を
耳
に
し
ま
す
。
こ
の
時
期
の
経
験
が
、

子
ど
も
達
の
育
ち
に
ど
う
影
響
す
る
の
か
心
配
で

は
あ
り
ま
す
が
、
苦
難
を
乗
り
越
え
た
と
い
う
体

験
に
な
る
事
を
願
う
ば
か
り
で
す
。

　
さ
て
、
今
年
、
茨
城
県
青
少
年
相
談
員
連
絡
協

議
会
は
、
設
立
五
十
年
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
た
く
さ
ん
の
方
々
が
関
わ
り
、
そ
の
時
代
の
青

少
年
の
幸
せ
を
願
い
な
が
ら
続
い
て
来
た
こ
と

は
、
大
変
素
晴
ら
し
い
事
だ
と
思
い
ま
す
。
今
後

も
大
切
な
子
ど
も
達
の
為
に
、
活
動
を
繋
げ
る
お

手
伝
い
を
微
力
な
が
ら
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
最
後
に
、
本
号
に
携
わ
っ
た
方
々
に
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
横
山
）

【
編
集
後
記
】

ご意見・ご感想をお待ちしております。

　会報に関することや青少年相談員に関する
こと等のご意見・ご感想をお待ちしております。
　はがき・封書・ＦＡＸ・Ｅメール等でお寄
せください。

あ　て　先
〒３１０－８５５５（住所記載不要）
茨城県青少年相談員連絡協議会

いばらき子ども見守りネットワーク事務局
（茨城県青少年家庭課青少年グループ内）

ＴＥＬ.０２９－３０１－２１８３
ＦＡＸ.０２９－３０１－２１８９

E-mail:seishonen@pref.ibaraki.lg.jp

区分 活動内容 概　　要

１
子 育 て 支 援 の
ボ ラ ン テ ィ ア

・放課後児童クラブ，放課後子ども教室や保育園等の補助員
・子ども食堂等の補助スタッフなど

２
里 親 制 度 を
知 っ て も ら お う

・里親制度の研修会参加
・里親制度を知ってもらうための口コミ活動
・ご自身が里親として登録（これはあくまでも，ご自身が希望される場合です。）

３ インターネット安全
利 用 の 呼 び か け

地域で行われるイベントなどに出向いて，子どもたちやその保護者に，スマホやゲー
ム機等を安全に使ってほしいという思いを伝える活動です。


